



















会話の活発さは，性別（Dindia & Allen, 1992）や会話の相手との親密さ（Taylor, Peplau, & 



















































男性 14 名（平均年齢 21.3 歳，SD=1.10），女性 36 名（平均年齢 20.9 歳，SD=0.94），計 50
名の大学生が実験に参加した。実験参加者は初対面の同性 2 名 1 組で会話に参加した。
測定内容
印象　話しやすさとして「話しやすい－話しにくい」，感じの良さとして「感じの良い－感





















































(    ) 内は SD
－ 82 － － 83 －
富山大学人文学部紀要 発話のタイプおよびパターンが発話者の印象に及ぼす影響
表 3　印象評定の因子パターン
因子 1 因子 2 共通性
因子 1: 活動性
　自信のある－自信のない .85 -.06 .75
　消極的な－積極的な -.83 -.14 .77
　社交的な－非社交的な .79 -.01 .62
　うきうきした－沈んだ .78 -.24 .75
　慎重な－軽率な -.77 -.59 .74
　意欲的な－無気力な .71 -.33 .72
　軽薄な－重厚な .70 .42 .54
　恥ずかしがりの－恥知らずの -.69 -.31 .48
　卑屈な－堂々とした -.62 .24 .52
因子 2: 親しみやすさ
　生意気な－生意気でない .34 -.86 .73
　親切な－不親切な .04 .80 .66
　人の良い－人の悪い .14 .79 .70
　かわいらしい－にくらしい .00 .77 .60
　感じの良い－感じの悪い .33 .76 .80
　無分別な－分別のある .17 -.68 .44
　心の狭い－心の広い -.19 -.62 .47
　親しみにくい－親しみやすい -.47 -.62 .73











な負の負荷を示した（「話しやすさ」β=-.28, p<.05; R2=.09, F(1,49)=4.23, p<.05; 「感じの良さ」β
=-.35, p<.05; R2=.12, F(1,49)=4.23, p<.05）。「活動性」に対しては，「情報」が有意な正の負荷を示






射」が有意な正の負荷を示した（「話しやすさ」に対する「情報」β=.61, p<.01; 「反射」β=.54, 
p<.01; R2=.31, F(2,49)=10.87, p<.01; 「感じの良さ」に対する「情報」β=.47, p<.01; 「反射」β=.64, 
p<.01; R2=.32, F(2,49)=10.78, p<.01）。「活動性」に対しては，「応答」が有意な負の負荷を示した
（β=-.38, p<.01; R2=.14, F(1,49)=7.91, p<.01）。「親しみやすさ」に対しては，「コメント」が有意な
負の負荷を，「反射」が有意な正の負荷を示した（「コメント」β=-.32, p<.05; 「反射」β=.31, 




















=.30, p<.05; R2=.05, F(1,49)=4.69, p<.05）。「活動性」に対しては，「情報提供者」が有意な正の負荷
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